
農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要
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（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方

地域名
（地域内農業集落名）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。
注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

大田口地区

（和田、目付、上東、中屋、黒石、東庵谷、西庵谷、船戸、石堂、西梶ケ内、奥大田、西寺内、東寺内）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和６年１月12日

（第１回）

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

【奥大田、梶ケ内、寺内】
　農業者確保のため、新規就農者、定年帰農者が農業を行いやすい環境を作る。
【和田、船戸、黒石、中屋、庵谷、上東】
　主要作物の柚子、ミニトマトは、販売拡大の可能性が大いにある。特にミニトマトについては、標高が高いという
条件を生かし、高品質な作物を生産できる。事業を活用して、園芸施設の導入や加工品の開発等、様々な取組を
行うことで、販路を拡大していく。

区域内の農用地等面積

　農振農用地区域内の農地とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

【奥大田、梶ケ内、寺内】
　主に柚子、ゼンマイを生産している地区である。
　農業者の高齢化、後継者不足が進んでいる。
　農作物の売値は上がらない一方資材が高騰しており、兼業農家でも生計が立ちづらくなってきている。
　傾斜が急で機械が入らない農地や、水が十分に来ない農地もある。鳥獣被害も深刻で、特にサル被害が大き
い。また、杉等の木が大きくなったことにより、道の見通しの悪化、農地の日当たり悪化、枝が飛んでくる等、農作
業に支障をきたしている。
　農地、作業道等での災害が生じた際、復旧に時間がかかり、農作業ができなくなることもある。
【和田、船戸、黒石、中屋、庵谷、上東】
　主に柚子、水稲、ゼンマイ、ミニトマト、甘トウガラシを生産している地区である。
　農業者が減少しており、農道、水路、水源地の管理や、柚子、ゼンマイの収穫、草刈りの人手が足りなくなって
いる。
　鳥獣被害も深刻で、特にイノシシ、ウサギの被害が大きい。電気柵で対策を行っているが、維持管理が大変で
ある。
　ハウス園芸も行っているが、ハウスの老朽化が進んでおり、修繕を行うにも資材が高騰している。
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３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

　株式会社大豊ゆとりファームをはじめ、農作業受託を行っている組織を活用する。また、地元の建設業者と連携
し、草刈り等一時的な作業を委託する。町内の他の地区と同様、学生の受け入れも行う。農福連携等、多様な人
材確保を行う。

　新規就農者、定年帰農者への支援が必要。新規就農者への研修制度、農業開始時の費用負担、農地や施設
（中古ハウス等）の用意等、受け入れ体制を整える。その際、遊休農地を活用し、耕作放棄地対策も同時に行う。

（１）農用地の集積、集約化の方針

　作業道の整備、ほ場の大区画化を行い、農業をしやすくする。「農地耕作条件改善事業」等、中山間地域に合っ
た補助事業を活用する。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

（３）基盤整備事業への取組方針

（２）農地中間管理機構の活用方針

　必要に応じて集積、集約化を進める。

　必要に応じて活用する。

①電気柵の管理の省力化のため、防草シートを敷く等の対策を行う。
④標高の高さを活かした大豊町オリジナルブランドを復活し、新たな加工品の開発を目指す。
⑩新規就農者確保のために、移住者の確保が必要である。農業者フェア、移住者フェア等のイベントへの参加、
住宅の設置等、移住者の呼び込み及び受入体制の整備を行う。また、中古ハウスの有効活用のため、中古ハウ
スに関する情報収集、提供を行う。杉、ヒノキの伐採を行い、林業による雇用確保も行う。

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ⑤果樹等

【選択した上記の取組方針】

③スマート農業 ④畑地化・輸出等

⑧農業用施設 ⑨耕畜連携等 ⑩その他


